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1億人ではなく

100億人を見据えた

農林水産・食品産業へ

アクセンチュア株式会社
ビジネスコンサルティング本部

吉満 一貴

令和4年度第2回GFVC全体会合

～2022年度東欧物流調査事業の報告～

東欧地域における物流情勢・

日本食品輸出のポテンシャル
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本日お話ししたいこと

• 日本食需要が既に大きい東アジア・北米・急拡大中の東南アジア市場・普
及が進むドイツ・英国等西欧に比べると、東欧の日本食市場は発展途上
ではあるが、ポテンシャルは大きい

• 東南アジアと同程度で所得が高くない一方、日本からの輸送距離が長いた
め最終的な販売価格が現地物価に鑑みて高価になりがち

• 一方で、東欧にはポーランドを中心に親日の消費者が多く、日本食市場は
近年急スピードで拡大し、日本から直輸入するインポーターの売上が年々
成長するケースも見られる等、日本産品の需要も伸びているため、欧州市
場＝西欧だけに狙いを限定してしまうと大きな機会損失となる

• 東欧に輸出される日本産品の多くがドイツのハンブルク港を中心に西欧経
由で流通

• 西欧の流行に東欧が追随するケースも多いが、東欧ならでは/各国別の特
徴をつかむことも重要
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東欧輸出におけるキープレイヤーを巻き込みつつ、商流・物流一体となった
実証・物流実態の把握を確実に行える体制を構築。

本調査事業の全体像

事
業
の
流
れ

実
施
体
制

• 現地消費者目線を持っ
た現地スタッフを登用

• コロナ影響下においても
円滑な調査が可能

アクセンチュア
（東京・東欧オフィス）

• グローバルに食品物流を
展開する物流事業者

• 現地展開しており、きめ
細やかな物流の現状・課
題の把握が可能

物流事業者

• 東欧輸出実績と販路を
持つ商社と現地ニーズを
熟知した現地バイヤー

• マーケットインでの実証・
実態把握が可能

商社・現地バイヤー

• 東欧輸出を希望する
GFP登録事業者

• GFP輸出塾で東欧バイ
ヤーとマッチング済みの事
業者も存在

GFPコミュニティ

東欧輸出プレイヤー商流構築・マーケットイン目線物流構築・東欧物流知見現地調査・消費者目線

実証調査

• 東欧輸出を熟知したプレイヤーを巻き
込んだ商流・物流一体での実輸出に
繋がる実証

ヒアリング調査

• 東欧の物流・商流の現状と課題の把
握及び物流構築・輸出拡大に向け
た方向性の検討

文献調査

• 東欧輸出におけるキープレイヤーの選
定・事前のデスクトップ調査による物
流動向・実態の把握
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サマリ：日本産品輸出における東欧市場の位置づけ

ポーランド

チェコ

ハンガリー

日本食の
普及度

• 既に一定の日本産品市場が存在し、市場規模は東欧一で、更に拡大が続く見込
み

• 機動力があり商品提案等に強い力を持つローカルインポーターによる商流が構築済

➢ ただし、首都だけでなく複数の地方都市に市場が分散

• 一方、3カ国の中で最も価格志向が強い事業者が多く、高級店も限られる。既存商
品と差別化するためプレミアム品への需要もあるものの、高級品は調味料等店舗で
のメニュー価格への影響が少ない商品に限定される可能性が高い

• ポーランドに比べスピードは緩やかだが日本食市場は拡大基調にあり、近年日本から
直輸入するローカルインポーターが登場し勢力を伸ばす等、着実に成長しているが、
ポーランドよりもまだまだマーケットは小さい

• 日本食店は国際観光都市プラハに一極集中し、高級店や日本産品に慣れている
日本人経営者/シェフが在籍する店舗も一定存在するため高級品の需要はある

• 日本食市場は未成熟であり、寿司以外のメニューの広がりが始まりつつある段階で東
欧の中では拡大も緩やかで、日本から直輸入するローカルインポーターも未登場

• ブダペストは東欧随一の美食の街であり、洗練された高級店が多く、日本食店は数
少ないが欧州の中でも非常にレベルが高いと評価されるため、日本食店以外も含め、
和牛等日本の高級食材を売り込んでいけるポテンシャルがある
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東欧3カ国における日本食・日本産品の販売ポテンシャル

ハンガリーチェコポーランド

日本食の普及状況 低高

市
場
概
況

3,830万人
（欧州第6位）

人口

平均年収

寿司提供店数

日本食の
普及度/レベル

1,068万人
（欧州第11位）

973万人
（欧州第14位）

32,527USD 29,885USD 25,409USD

1,273軒 832軒 209軒

在留邦人数 1,950人 2,440人 1,720人

日本食店分布 地方都市にも展開 首都に一極集中 首都に一極集中

•日本食は外食ジャンルの
中で第6位の店舗数と、
広く普及・定着

•寿司,ラーメンをはじめ、うど
ん,和菓子・抹茶カフェ,お
にぎり,焼肉,粉もの,焼肉,
丼などの専門店も存在し
バラエティ豊富

日
本
食
・
文
化
浸
透
度

•日本食は外食ジャンルの
中で11位と普及しつつあ
るが、寿司が中心であり、
近年ラーメンがブームに

•在留邦人や観光客が多く、
日本人経営者/シェフの
店も一定存在し高品質で
豊富なメニューを提供

•「日本食＝寿司」イメージ
が支配的

•日本食のバラエティについ
てまだ知られず、ラーメン
等専門店は僅か

•ブダペストは美食の街であ
り、日本食店数は少ない
がNobuの東欧1号店等
ハイレベルな店が一定存
在
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東欧3カ国における日本食・日本産品の販売ポテンシャル

ハンガリーチェコポーランド

日本食の普及状況 低高

ローカル
インポーターの

成熟度

ビジネス環境

•中小企業のビジネス／酒
類・高付加価値食品への
増税や食品のインフレが
近年深刻であり、国外に
拠点を移す企業も増加

•最も政情・経済が安定し
ている

•政情不安定

商
流
構
築

リ
ス
ク

•オーストリア、ドイツ等の
大手日系事業者が独占

•日本から直輸入するローカ
ルインポーター5-6社が強
力な販路を持ち、日系小
規模事業者も複数存在

•オーストリア、ドイツ等の
大手日系事業者が大半

ハ
イ
エ
ン
ド
消
費

467万人
資産＄10万
以上人口

外国人観光客

ミシュラン
星付き店

126万人 85万人

283万人
(ワルシャワ,2019年)

679万人
(プラハ、2019年)

495万人
(ブダペスト,2019年)

1軒(国全体) 2軒(国全体) 7軒(国全体)

ハイエンド
ホテル数

15軒(ワルシャワ) 45軒(プラハ) 16軒(ブダペスト)



東欧地域における物流情勢
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ハンブルク等西欧の港を経由し、ポーランドには直輸入、チェコとハンガリー
にはオーストリアやドイツ等隣国インポーター経由での輸入が一般的。

日本から東欧への食品輸送ルートの現況 ～サマリ

チェコ

ハンガリー

ポーランド

物流ルート 仕向け先国

ハンブルク港（ドイツ）

グダニスク港/グディニャ港(ポーランド)

ウラジオストク港（ロシア）

ワルシャワ・ショパン空港(ポーランド)

ロッテルダム港（オランダ）

ドイツ等隣国の空港

船

飛行機

船

飛行機

船

飛行機

鉄道

トラック

トラック

利用:多 利用:少 利用：稀

ハンブルク港（ドイツ）

直輸入

ロッテルダム港（オランダ）

ハンブルク港(ドイツ)/
ロッテルダム港(オランダ)

コペル港（スロベニア）

ドイツ等隣国の空港

トラック 隣国インポーター

直輸入

直輸入

トラック 直輸入

トラック 隣国インポーター

トラック 隣国インポーター

トラック 隣国インポーター

鉄道 直輸入
※現在ほぼ利用されていない

トラック 隣国インポーター

日
本
（
成
田
・
横
浜
・
神
戸
等
）

※チェコ、ハンガリーは日本からの直行便がない
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日本産品の輸入が多く通関が容易なハンブルク等経由が一般的。単一
品目の場合グダニスク等国内港経由やショパン空港からの空輸が利用。

日本から東欧への食品輸送ルートの現況 ～ポーランド

2022年2月時点

△

○

○

輸送手段 輸送コスト
通関当局の
厳格さ輸送日数経由地

• 240万
(20ftリーファーコ
ンテナ)

• 40-50日
(海上輸送30~40日、
通関最大7日、陸送
1～2日)

• 寛容

• 30-40日
(陸送3～4日)

• -

• 60日 • 80万円
(リーファーコンテナ)

• 厳格
(特に混載品)

• 寛容

ハンブルク港
（ドイツ）

ロッテルダム港
（オランダ）

グダニスク港/
グディニャ港
（ポーランド）

ウラジオストク港
（ロシア）

• 30日

(鉄道輸送が約3週
間)

• 船便の
1.5～2倍

• 7~14日 • 7千円/4kg
ワルシャワ・
ショパン空港

船・
トラック

船・
鉄道

飛行機・
トラック

△• 厳格

• 厳格
(特に混載品)△

日本産品の輸入が最も多
いルートで直輸入も多数

劣化しやすい単一の高単
価品目(抹茶等)の輸入で
利用

(まだ利用事例がほとんど無い)

単一品目(酒等)の輸入で
の利用中心

(陸送距離が長いため直輸入
がなく隣国インポーター経由で
の利用)



10©Accenture 2022. All Rights Reserved. 

COVID-19の影響により、船便・航空便ともに値上がりし、船便は鉄道
利用時と同価格になってきている。また、減便の影響で手配も難しい状況。

東欧（ポーランド）への食品輸送におけるCOVID-19の影響

現地事業者のコメント

外食店オーナー

• コロナ以降、格安のSAL便（荷物の空きスペースを利用した配送）が無く
なった

• 最近は、定時運行で時間が読みやすく、飛行機に比べ安価なシベリア鉄道
が良いという話を聞いている

酒類インポーター

• パンデミック後は便も確保しづらい

• シベリア鉄道は、船・トラック利用時の1.5-2倍程度。現在は船便の値上がり
に伴い、鉄道との価格差はほぼ無い

インポーター・卸
調達担当マネジャー

• コロナ前は輸送日数の遅れはなく概ね定時運行だったが、コロナ禍では遅れも
多い

• ハンブルグでの通関は通常7日以内に完了するが、例外的に14日程度必要
になることもあった
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東欧地域における日本食品輸出のポテンシャル
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ウク
ライナ

ドイツ

リトアニア

モルドバルーマニア

ブルガリア

イタリア

スイス

スロベニア

オランダ

ベルギー

デンマーク

チェコ

オーストリア

スロバキア

ハンガリー

ポーランド

クロアチア

ハン
ブルク港

ロッテルダム港

コペル港

フランクフルト プラハ

ウイーン
ブラチスラヴァ

デンマーク

ロシア

首都ワルシャワ
(188万人)
総人口の4%

グダンスク(主要港)
(47万人)

ポズナン
(53万人)

ヴロツワフ
(64万人)

クラクフ
(78万人)

ウッチ
(67万人)

約3800万人と中東欧随一の人口規模。人口が地方都市に分散しており、
首都ワルシャワへの集約度は低い。

ポーランドの主要都市と人口分布

出所: Statistics Poland(2020年時点) https://bdl.stat.gov.pl/BDL/start、
外務省「海外在留邦人数調査統計」(2019年10月時点)、Google Map

主要都市と人口分布

在留
邦人数

(コロナ前)

総人口

(2020年)

•約3,830万人
(欧州第6位、中東欧第1位)

•1,000万人程度のチェコ、ハンガリーに比べ
3倍超

•約1,950人

•4万人以上が在留していたドイツ等に比べ、
在留邦人の消費マーケットは非常に小さい

•オーストリア、チェコに次ぐ中東欧第3位

ワルシャワ～
主要地域間
の距離

•～クラクフ: 約300km

•～ヴロツワフ: 約350km

•～ポズナン: 約310km

•～グダンスク(国内主要港):約420km

•～ハンブルク港(ドイツ): 約850km

•～ロッテルダム港(オランダ): 約1200km

•市内中心部～ショパン国際空港:約
10km

https://bdl.stat.gov.pl/BDL/start、
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平均年収は約3.25万ドルとドイツ等の60％程度に留まるが、経済発展
が著しく、ポテンシャルの大きい市場。外食に支出できる所得層も増加。

ポーランドの経済概況

出所：以下よりアクセンチュア作成 *1 OECD Stats: Average annual wages, In constant prices at 2020 USD PPPs
*2 Credit Suisse “Global Wealth Databook” 2016, 2017, 2018, 2019, 2022

100万USD以上

10万～100万USD

保有資産別 成人人口（千人）：ポーランド*2平均年収（USD）*1

（千人）

（USD）

51,902 
52,454 

53,221 

54,041 
53,745 

55,000

27,145 

28,294 

30,212 31,959 
32,527 

26,575 

27,931 

29,421 
30,355 

29,885 

21,062 

22,586 

23,721 
24,471 

25,409 

20,000

25,000

30,000

35,000

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

ドイツ

ポーランド

チェコ

ハンガリー

41 57 62
116

149

886 895
1,208

3,122

4,525

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2016年 2017年 2018年 2019年 2021年

*2020年についてはデータなし

• 若年層を中心に、価格を気にしないで買う人も増加(インポーター)

• 富裕層は全くお金を気にせず消費している。中には日本からAmazon等を使い、高額な輸送費や通関
費用を払って取り寄せている個人やシェフもいる(インポーター)

https://stats.oecd.org/index.aspx?DataSetCode=AV_AN_WAGE
https://www.credit-suisse.com/about-us/en/reports-research/global-wealth-report.html


14©Accenture 2022. All Rights Reserved. 

近年インフレが進み、食品全体の価格が年々上昇。アルコール飲料や水産
物等に対する政府の増税政策の影響があり。

ポーランドの経済情勢（インフレと増税）

出所：*1 OECD Stats: Consumer price indices (CPIs), 
Food and Non-Alcoholic Beverages
*2 ポーランド財務省：物品税率、付加価値税率 3 JETROビジネス短信(2020年1月24日) *4 RADIO POLAND(2019年) *5 accace(2019年)
*1PLN=28.7570JPY換算 (2022年1月7日)

消費者物価指数：食品・ノンアルコール飲料*1

（2015年平均=100とした場合） 食品・アルコール飲料への増税

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

物品税（Excise）：2022年1月に10％増、2022
年1月に更に10％増*2,3

•2022年1月1日時点の物品税率

➢ ビール：9.43PLN(約271円)/100L

➢ ワイン、その他発酵酒類：191PLN(約5,494
円)/100L

•ポーランド財務省は2023~27年まで毎年5％ずつ更
に増税を計画中（計30％増）とも報道

水
産
物

付加価値税（VAT）：2020年4月部分増税*2,4

•食品等生活必需品の税率は5％または8％に軽減され
ているが、水産物の一部が除外され、基本的なVAT率
である23％に増税

•対象品目：ロブスター、タコ、その他の甲殻類、軟体動
物、水棲無脊椎動物およびそれらを使った調理品、キャ
ビア、これらの製品を含む飲食店での料理
⇒寿司等のVAT率も23％に

108.8 
109.7 

118.0 118.8 

124.1 

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

125.0

130.0

2018年 2019年 2020年 2021年

https://stats.oecd.org/index.aspx?DataSetCode=PRICES_CPI
https://www.podatki.gov.pl/en/excise/tax-rates/
https://www.podatki.gov.pl/en/value-added-tax/general-vat-rules-and-rates/list-of-vat-rates/
https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/01/9243df48deac0e6a.html
https://www.polskieradio.pl/395/7786/Artykul/2824155,Poland-plans-to-hike-tax-on-alcohol-cigarettes
https://accace.com/new-vat-matrix-and-binding-rate-information-as-of-april-1-2020-in-poland-news-flash/
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中小企業に対する課税も強化され、国外に拠点を移すポーランド企業も増
加。特に外食産業にとって逆風となっており、ビジネスリスクが高まっている。

ポーランドの経済情勢（中小企業に対する増税とその影響）

出所：*1 事業者インタビュー *2 mamBIZNES news(2018年7月21日) 
*3 CROWD MEDIA (2017年3月2日)

ポーランドのビジネスリスク

•小企業の税金・社会保障にかかるコスト
は、利益に対しこれまで55%程度が一
般的だったが、2022年1月より85%に
大幅引き上げ

•以前からポーランド企業の国外流出は課題に*3

➢チェコではポーランド人が2014年に314社、
2015年に1,914社の商業会社を登録

➢起業家がチェコへの事業移転を決めた主な理
由：

①ポーランドで施行されている不利な税制

②起業家に対する消極的態度

③ZUS（社会保険料）負担の重さ

中小企業の倒産・国外流出が加速する恐れ

https://mambiznes.news/firma-w-polsce/dlaczego-polski-biznes-przenosi-sie-za-granice/
https://crowdmedia.pl/rzeczpospolita-czeska-polscy-przedsiebiorcy-wynosza-sie-z-polski/
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食のバラエティが豊富であり、幅広い国の外食店が国内に存在する中、日
本料理店数は第6位とポーランドの外食の選択肢として定着。

各国料理別レストラン数と日本食レストランのポジション

出所：*1 Restaurant Guluにおいて各ジャンルにカテゴリ付けされていた店舗数
*2 同サイトにて検索ワード「Sushi」に該当した店舗数
*3 国内全体のうち640店は「日本料理」にもカテゴリ付けされているが、残りの633店は「日本料理」にカテゴリ付けされていない。
https://restaurantguru.com/ (2022年11月11日時点)よりアクセンチュア作成、事業者インタビュー、
POD Bistro and Makro report “Jak zarabiać na sushi Praktyczny poradnik”

レストラン検索サイトの掲載店舗数

順位 ジャンル 掲載店数

1 ポーランド料理 13,395

2 イタリア料理 6,342

3 アメリカ料理 1,559

4 中国料理 1,033

5 地中海料理 773

6 日本料理 688

7 ベトナム料理 657

8 メキシコ料理 481

9 インド料理 448

10 タイ料理 433

11 フランス料理 409

12 スペイン料理 345

13 中東料理(アラブ、イスラエル他) 315

寿司店

3%

ワルシャワ
全外食店数
16,392店

寿司店数とワルシャワの全外食店に占める寿司店の割合*2

ポーランド国内の寿司を提供する外食店数 1,273店*3

うちワルシャワ市内 510店
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外食費の安いポーランドでは日本食店は比較的高価とみなされ、客単価
60PLNまでの比較的安価な店舗が中心。特に高級店の割合が低い。

日本食レストランの特徴（価格帯）

出所：*1 Zomatoに掲載されている2人分の想定飲食代（前菜1、メインコース2、ノンアルコール飲料2、デザート1）の半額相当であるため、実際の客単価より少額の試算となる。
https://www.zomato.com/pl/warszawa/（2022年12月1日確認）よりアクセンチュア作成
*2 JETROワルシャワへのインタビュー *3 事業者インタビュー

客単価別外食店割合（アルコール代を除く：ワルシャワ）*1

~20PLN
1% ~20PLN

9%

20~40PL

N

18%

20-

40PLN

31%

40~60PLN

48%

40~60PLN

37%

60~90PLN

31%

60~90PLN
11%

90PLN~

2%
90PLN～
12%

日本食 （参考）フレンチ

• 日本食レストランの約半数は客単
価40-60PLN（約1,100～
1,700円）の中級店

• 客単価90PLN以上（約2,500
円）の高級店に分類される店舗
の割合がフレンチに比べ低い

• 日本食レストランの多くは日本人
経営が少なく、比較的高価格であ
る日本食材は安価な産品を求め
がち*3

【参考】*2

一般的ランチ単価

20-30PLN
(約560-840円)

ビッグマック

15PLN(約420円)

ビッグマックセット

25PLN(約700円)
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現地ではワルシャワ大学の若年層をはじめ、日本文化・日本食に関する認
知・関心が高まっており、日本食がさらに普及するための土壌が醸成。

日本食・日本文化への関心

出所：事業者インタビュー、JETRO国際ビジネス情報番組「世界は今－JETRO Global Eye」 、在ポーランド日本国大使館HP、
Matsuri Piknik z Kulturą Japońską Facebook

ワルシャワ大学での”日本文化人気”

• ポーランドの最難関学科は、ワルシャワ大学の日本
学科(入試倍率20-30倍)であり、日本語教育は
質・量ともに欧州トップクラス

• アニメやゲームの影響で親日な人が多い。所得増
や直行便の就航もあり、ポーランド人にとって日本に
行くことが一つのステータスになっている。

商工会、日本人会、日本大使館共催”日本祭り”

• ワルシャワで2013年以降毎年開催、2万人以上
が訪れる人気イベント

• よさこいソーラン、書道等パフォーマンス、ミス浴衣コン
テストなどステージ発表、ポーランド進出日系企業に
よる展示ブース、文化ブース、武道ワークショップによ
る日本文化紹介

https://www.jetro.go.jp/tv/internet/2020/01/b9d2aca2b01cbaf2.html
https://www.pl.emb-japan.go.jp/itpr_ja/c_000165.html
https://www.facebook.com/Matsuri2014/photos/?ref=page_internal
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寿司はデリバリー・テイクアウト向きであり、コロナ禍に大きくデリバリー需要
を伸ばし人気の出前メニューとなった。

デリバリー・テイクアウトでの寿司人気

出所：*1 POD Bistro and Makro report “Jak zarabiać na sushi Praktyczny poradnik”
*2 Business Insider記事

寿司店においてロックダウンの影響が小さかった理由*1 Uber Eatsにおける寿司の注文状況*2

ワルシャワ

ポーランド全体
2019年6月

2020年6月

+35%

+100%

「寿司」の注文数

• 最も人気のある寿司の種類は、巻き寿司と刺身

• 注文の多いセットには、エビ、サーモン、カニカマがよ
く使用されており、天ぷらが含まれたセットも多い

➢ 1セットあたりの平均寿司個数は14貫

• 注文は金曜日と週末、夕方5時から8時の間に集
中

• ランチタイムにも人気があり、Uber Eatsのランチ
タイム全注文の10％は寿司で占める

デリバリー・
テイクアウトへ
の適合

•コロナ禍でも成功した寿司店は、
良質な配送スキーム、配送サプ
ライヤーや自社ドライバー・配送
車両を有してた

シンプルな
運営形態

•寿司店は狭い店舗面積かつ少
ない従業員で運営可能

特別なシーン
でのニーズ

•「早く」提供され、冷めて味が落ち
ることがなく、ケータリングやイベン
トにも最適

https://businessinsider.com.pl/twoje-pieniadze/budzet-domowy/sushi-notuje-znaczy-wzrost-popularnosci-w-polsce-liczba-zamowien-wzrosla-o-135-proc/wl4xpvr
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持ち帰り・スーパーのデリカの選択肢としてパック詰めの寿司は定着しつつ
あり、大手スーパーマーケット・ディスカウントストア等で取り扱われる。

「中食」としての寿司

出所：JETROワルシャワへのインタビュー、事業者インタビュー

小売店で販売しているデリカの寿司（例）

大手スーパー
Carrefour

大手スーパー
Kaufland

大手ディスカウントストア
Biedronka

大手コンビニ
Żabka
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ハイエンド店でのおまかせ寿司コース・フレンチ料理等とのタイアップをはじ
め、一般的なスーパーにて家庭向けの寿司キットが普及。

消費の特徴・トレンド（寿司）

出所：JETROワルシャワへのインタビュー、事業者インタビュー、Tripadviser

人気店例寿司消費の特徴

「おまかせ」スタイルの
店も登場し人気に

•ハイレベルのシェフは「おまかせ」コースを導入

•一般的でない魚や柚子胡椒等のニッチ食材を
購入するようになってきている

高クオリティの職人の
存在と発信力

•クオリティ面が向上しており、寿司コンテストの
ファイナリストであるインフルエンサーも存在

家庭における
寿司セットの普及

•最近は一般スーパー向けにも、「寿司セット」とし
て食材が卸されている。特に手巻き寿司のため
の海苔のニーズが高い

•海苔・醤油・ワサビ・ガリ等の寿司セットや個別
製品が販売

ヴィーガン寿司店A

•植物性食品のみを使用し、魚原料のダシ
も不使用。寿司ネタは主に地元の野菜を
マリネに

リーズナブルな寿司店B

•巻き寿司をメインにしつつ、鮮度の良い握り
寿司、日本酒等も提供

新テイストの
寿司開発が盛ん

•魚のネタがはまち・うなぎ・サーモン程度と少なく、
生食の魚か知識がない

•カルフォルニアロールのようなサーモンとフィラデル
フィアチーズや、ポーランド製の酢漬けの豆腐の
ような素材を使った現地化した寿司が盛ん
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担々麺を中心にスープ料理として人気。独自のスープやヴィーガン嗜好に
合った具材等を組み合わせた自家製ラーメンが普及。

消費の特徴・トレンド（ラーメン）

出所：JETROワルシャワへのインタビュー、事業者インタビュー、Tripadviser

人気店例ラーメン消費の特徴

ヴィーガンラーメン店C

•植物性食品であるキノコやほうれん草、カボ
チャ等を使ったラーメンが中心。ワルシャワの
中心部に近く、オシャレな店内

ラーメンコンサル・製麺業者

•ラーメン人気の高まりを受け、飲食店向け
にラーメン作りを教えるラーメンスクールが複
数登場、有名店のラーメンコンサルも実施

スープ料理が人気
一番人気は担々麺

•ラーメン用の業務用濃縮スープの需要が高
まっている

インスタントラーメン
の流行

•ポーランドで最も人気のインスタントラーメンは、
安価なベトナム産ラーメンでスーパーで販売

ヴィーガンラーメンの
普及

•動物愛護への関心の高まりもあり、ラーメンの
チャーシューは大豆や、うな丼にはウナギを使っ
ていないメニューになっている

フュージョンスタイル
のラーメン店と
日本人経営店

•各ラーメン店で豚肉エキス・骨、牛肉、鶏、野
菜のみ等のバリエーションを持たせるレシピを
持っており、ポーランド人の好みにあわせ味を
ローカライズしている

自家製麺需要
•ラーメン用の粉を購入して店内で麺を自家製
造するレストランも増えてきており、ラーメン用
の粉の需要が高まっている
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下記メニューの専門店がワルシャワや地方都市に展開されている。

消費の特徴・トレンド（その他メニュー）

寿司・ラーメン以外のメニューの消費の特徴・人気

おにぎり •オフィス等への訪問販売も人気。オープンから1年後に、最大
のコンビニエンスストアチェーンにもおにぎりが販売された。カル
フールでは韓国のおにぎり（キンパ）が販売されている

専門店が複数登場
コンビニでも取扱

うどん
• 日本人が経営しているうどん店は、立地も良く、口コミでおい

しいと評判で人気のため、外にテントを張り出して営業してい
る状況

• 野菜の素揚げ等を盛合せたカレーうどん等、見た目が良く・ボ
リューム感があるメニューが多い

日本人経営の専門店
から人気に火が付く

お好み焼き •10年前は日本食といえば寿司だけ、というイメージだったが、今
ではお好み焼き・たこ焼きなど成功例がたくさんあり、様々な種
類の日本食の人気が高まっている(寿司店)

若者中心に認知拡大
専門店も複数登場
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下記メニューの専門店がワルシャワや地方都市に展開されている。

消費の特徴・トレンド（その他メニュー）

寿司・ラーメン以外のメニューの消費の特徴・人気

焼鳥・焼肉 • 日本の焼肉・グリル料理等ビストロ料理はまだ普及して
いないが、現地の好みに合った味。焼鳥専門店のコン
セプトで焼鳥+日本の冷酒・燗酒等を提供すると良い
(フュージョン料理店)

現地の好みにマッチし
徐々に拡大中

どんぶり •毎週金曜・土曜は満席状態。固定客は週2で食べにく
る。2022年中に1店舗増やす予定。一番人気のメ
ニューは照り焼き丼・甘辛丼（どんぶり店）

照焼・甘辛な味が人気
地方都市にも専門店

和菓子
•もち菓子(大福)等を求めて長蛇の列ができるほど、現地
の和菓子の人気が高まっている。

•自分で材料を調達して家庭で和菓子を作る人も増加。
アニメから和菓子を知ったポーランド人が多い(ナルト：
団子、ドラえもん：どら焼き)（和菓子カフェ）

大福,どら焼きが人気
和菓子カフェにも行列
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伝統的ポーランド料理・中東・イタリア・中華料理等バラエティ豊かなヴィー
ガン料理が存在し、ヴィーガンの寿司・ラーメン専門店も人気。

プラントベースド（ヴィーガン）食品の人気：主なメニュー

ワルシャワ市内の人気ヴィーガン料理

ハンバーガー

•植物性材料のみを用いた創作寿司・和食店寿司

•スープ、具材すべて植物性材料のみで作ったヴィーガンラーメン

•日本人が経営するベジラーメン店
ラーメン

•豆腐スクランブルやパンケーキ等12種の朝食

•植物性のメキシコ風ブリトーやナチョスを提供する人気店

カフェ/
デザート

•ピエロギ(餃子)、ゴラブキ(ロールキャベツ)、シャボウィ(肉カツ)
等伝統的ポーランド料理をビーガン仕様で提供

ポーランド
料理

•フュージョン料理

•イタリア料理、アジア/中華料理、中東料理
その他料理

•植物性バーガー「Beyond Burger」を取扱う店が多数存在
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プラスチックは避けられる傾向にあり、ガラス瓶入り容器が最も環境に配慮
した包装だと見なされている。

ポーランドのトレンドと事業機会 環境に配慮した包装

出所：*1 Mobile Institute, “GREEN GENERATION: STYCZEŃ 2020”
*2 事業者、有識者インタビュー

パッケージ別環境への影響イメージ*1

ガラス瓶

50%
プラスチック

包装

27%

使い捨て紙/

段ボール包装

23%
環境への
影響が最も
少ない包装

Q どんなパッケージが最も環境への影響が少ないと思うか

Q どんなパッケージに入った飲料を購入するか

35%
ガラス瓶

34%
プラスチック

24%
紙パック

23%
エコボトル

事業者・有識者の意見*2

• 一般的に日本の包装はプラスチックを
使いすぎていたり、過剰包装だと感じ
る (ヴィーガン寿司店)

• 土にかえるリサイクル包材やリユース包
材等が意識されて使われるようになっ
ている。瓶の扱いが多く、現地ではマヨ
ネーズも瓶に入っている(在留邦人)

• プラスチックであっても、厚めで再利用
できるコンテナ(蓋つきの箱等)は好まし
い。味噌の貯蔵など、不足分の容器と
して使いまわしたい。良い例はキムチの
素(ヴィーガン寿司店)

https://eizba.pl/wp-content/uploads/2020/01/GreenGeneration_WspolnieNaRzeczZiemi.pdf
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最大手ローカル企業を中心としたサプライヤー4-5社が日本産品の流通を
寡占し、国内で流通する製品ラインナップが限定的。

日本産品の流通経路

日本産品の流通経路の特徴

大手サプラ
イヤーによる
寡占市場

• 最大手のローカルイン
ポーター約4-5社が日本
産品の流通を寡占

限定的な
日本産品
ラインナップ

• 各品目で廉価な日本の
大手メーカー製1-2ブラン
ドのみが流通

取扱商品で
差別化する
小規模業者

• 小規模インポーターは茶・
酒等特定品目に特化

• 大手が扱わない比較的
高級品・有機等のブラン
ドを輸入

ドイツ等近
隣から一部
取り寄せ

• 国内で入手できない商
品をドイツ・ｵｰｽﾄﾘｱ等の
サプライヤーや日本から直
送で取り寄せる飲食店も

卸売業者輸入業者輸出業者 外食/小売業者

ポーランドにおける日本産品の流通経路

日
本
産
品
の
主
な
消
費
先

（日本）
輸出事業者

各社

特定商材専門インポーター
（酒類等）

小規模日本食材専門ｲﾝﾎﾟｰ
ﾀｰ①

• 自社小売店/EC

大手小売チェーン

（一部）自社小売店

（一部）自社EC

（欧州内）
インポーター・
卸

オーストリア、
ドイツ、オラン
ダ他
• 水産物/肉
類サプライ
ヤー 等

最大手アジア食材インポーター・卸直輸入

一部直輸入

隣国から直販

大手インポーター・卸
(アジア食材専門/多国籍系)

まれに直輸入

小～中規模 アジア食材卸

外食（日本食
店、その他）
• 個人経営店
• 外食チェーン
• ホテル
• ケータリング 等

小売
• アジア系輸入食品
店等

（一部）自社EC

一部直輸入
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ニーズはあるが日本産品を啓蒙できる人材不足・取扱商品の偏り・輸送コ
ストの高さ等によって流通が限定的。

日本産品の輸出拡大に向けた課題（1/2）

ヒアリング等で挙がった主な課題 対応方針

啓
蒙

•大手インポーター・卸の日本産品についての知識が不足しており、商品のス
トーリーもあまり語らず、多くの外食店が大手卸の扱う製品を「勧められるがま
ま購入」している状況

•ストーリーや特徴に詳しく、外食店へ使い方を指南できる、パッションを持つ日
本産品のアンバサダーが必要

日本産品の
「伝道師」
不足

安価な
他国製
競合品

限定的な
バラエティ・
不安定な
供給

•他アジア・欧州産等の日本風食材が広く普及し、日本産よりも非常に安価で
中級店以下で支配的であり、「高い価格を払うだけの価値がある」と見なされ
ている日本産品が少ない

•質の悪い他国製品によって、品目自体に苦手意識を持つ消費者も

•日本の大手メーカーの欧州・米国法人による現地製造品も多い

•インポーター数社による寡占市場で、かつ食材の選択肢が引合の多い製品に
集中しているため非常に少なく、各品目でブランドが限定的。どの卸でも取扱
のない品目も存在

•安価な食材に取扱が偏り、プレミアム品の流通が少ない

•インポーターでの在庫切れが多発し、安定供給がなされていない取
扱
の
偏
り

パッションを持つ
現地アンバサダー
発掘・育成・支援

サンプル提供、著
名シェフの起用等
による競合優位性

の強調

バイヤー働きかけ、
プロモーションに
よるニーズの醸成・

吸上げ
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ニーズはあるが日本産品を啓蒙できる人材不足・取扱商品の偏り・輸送コ
ストの高さ等によって流通が限定的。

日本産品の輸出拡大に向けた課題（2/2）

ヒアリング等で挙がった主な課題 対応方針

商
品
自
体
の
魅
力
不
足

現地向けで
ない商品

高価格

賞味期限の
短さ

•少数の輸入業者の寡占市場となっており、マージンが高い

•日本からの輸送費が高く、コメなどEU産や米国産で代替可能な商品は大き
な価格差を埋めるほどの質の差が無ければ購入されない

•最大1年程度の賞味期限は現地産に比べ短く、賞味期限切れが多いため、
インポーターから敬遠され、大手アジア食材インポーターでも仕方なく賞味期限
切れ商品を取引先に納入している事業者が存在し、イメージダウンに繋がって
いる

•欧州で主流のBest Before Date表示がない商品も多い

•添加物への忌避意識が高いが添加物不使用の日本産品が少ない

•日本語を前面に押し出したパッケージや使い方の説明がない商品が多くわかり
づらい

•エコ意識の高い事業者・消費者が多く、日本産品に多いプラスチック包装や
過剰包装は避けられる傾向 商品・パッケージ・

賞味期限記載を
現地向けに改良

ドイツ等の隣国
での販売品と
合わせて輸送・
現地倉庫での
在庫調整
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自己紹介

株式会社Japonte

代表取締役社長

江口 典孝（えぐち のりたか）

バックグラウンド

• 1994年にBASFジャパン株式会に入社。ニュート
リション事業、アジア・太平洋地域本部、人事担
当執行役員など幅広い職務を歴任

• 2017年に株式会社Japonteを設立。伝統食材
の海外輸出展開を開始

• 日本の伝統食材を中心として、情報発信・イベン
ト企画・輸出を行う。 西欧・東欧の商社等に強い
ネットワークを持ち、販路開拓支援や展示会等の
プロモーション支援が可能

• 西欧・東欧等への伝統食材の販売・輸出

• 伝統食材をテーマにしたプロモーション（情報発
信・イベント企画）

専門領域

主な業務経験・講演

農林水産省実績

• GFPにおける対欧州向けの「ビジネスパートナーマッチ
ング」や、グローバル産地計画の策定・実行支援、
「味噌の生産から輸出に至る事業者等による意見
交換会」等、幅広く従事

講師・講演実績

• 農水省：「GFP輸出塾」における講演およびグルー
プワーク講師（令和2年度）

• 九州農政局：「九州ブロック輸出促進交流会」にお
ける講演（令和2年度）

• 福岡県：「欧州向け加工品輸出に係るコンサルティ
ング支援」におけるアドバイザー（令和2年）

• 福岡県：「有明海海苔養殖研修会」における講演
（平成30年度）
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連携パートナー紹介

Sake Maruta sp. z o.o. sp. k. CEO

Bartosz Rapp

バックグラウンド

• ポーランド、スロバキア、チェコ、ドイツやオラン
ダ等の飲食店・小売店に対して、日本酒等
の日本産品を取扱うバイヤー。現地消費者
向けのECサイト、SNS、イベントやフェスティ
バルを活用したプロモーションも展開

• 2017年に在ポーランド日本商工会に参加

• ポーランドビジネスや海外展開に関するアドバ
イザー

• 東欧における日本酒の流通・マーケティング

• 日本酒のプロモーション（情報発信等・イベ
ント企画）

専門領域

主な業務経験・講演

日本産品の輸入関連実績

• 田村酒造場、出羽桜酒造場、今代司酒造、
中田食品株式会社、信州銘醸株式会社、
京屋酒造有限会社等の商品をポーランドに初
めて導入

• Poland Sushi Cup大会等にて日本酒をプロ
モーション

• 40以上の飲食店に対して日本酒セミナーを開
催

• 日本酒のプロモーションイベントを５回企画

• ポーランドで開催されるフェスティバルにて日本
産品をプロモーション

• その他、日本文化をポーランドに紹介するイベ
ントを企画・開催
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マーケット調査および国際食品見本市(Anuga)の出展や商品サンプルの
提供を事前に行い、現地バイヤー等の反響を確認した上で実証品を選定。

実証プロセス

商品募集・候補選定

• GFP登録事業者等から東
欧向け輸出に関心のある
事業者を中心に商品を募
集

• 現地バイヤーの意見も聞き
ながら、規制・賞味期限・
価格・現地ニーズ・商品パッ
ケージ・供給量の観点から
実証候補商品を一次選定

現地需要の吸い上げ

• 国際食品見本市
（Anuga）への出展やサ
ンプル提供の実施、ポーラン
ドでのマーケット調査によっ
て、現地でニーズの見込め
そうな商品を確認

• 実証に協力いただける現地
事業者とも調整

実証準備

• Anuga・サンプル提供・マー
ケット調査によって確認でき
た現地需要をもとに、輸送
する商品を最終決定

• 実証に向け、現地バイヤー
や輸送事業者とスケジュー
ル・価格等を調整し、実証
準備を実施

本実証

• 本実証を通して、物流・規
制・手続きにおける手順・
課題を調査

• また、現地バイヤー・消費
者による反響を確認

GFPサイト上での
商品の募集 Anugaでの展示の様子

1 2 3 4

実証決定したGFP産品 実証産品提案の様子



34©Accenture 2022. All Rights Reserved. 

GFP登録事業者等に案内を発出し、東欧向け輸出に関心のある事業者・
対象商品を募集。145社から応募があった。

商品募集 募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証

募集方法

• GFPサイト上に応募フォームを設置

➢募集期間：2022年7月27日～8月13日

• GFP登録事業者、日本産酒類輸出促進コン
ソーシアム等に募集案内を発出

登録項目/
提出資料

• 東欧向け輸出希望品目

• 輸出を希望する品目の詳細

• 品目の生産地・製造地

• 商品特徴・ストーリー等

• 希望する取引条件

• 賞味期限

• 納品可能単位・量

• 輸出実績の有無と輸出先国

• GFP登録の有無

• 事業者・商品紹介資料

募集概要

応募総数

145社
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EUの規制への対応・十分な賞味期限・現地ニーズ見込？現地で購入さ
れうる価格設定・現地に適した商品パッケージを候補として一次選定。

実証商品の選定基準

規制対応
• 農薬規制や包材等のEUの規制に適応・対応しているか

• 加工食品等においては、添加物・混合食品規制・ EU HACCPへの対応ができているか

現地ニーズ
• 現地バイヤー等の事前ヒアリングにて確認した現地ニーズの見込める商品か（調味料・

生酛造りや熟成酒等の日本酒・樽熟成等の焼酎、等）

• また、商品の特徴・ストーリー・ブランドイメージが現地ニーズに合っているか

価格設定
• 現地での販売価格が、ターゲットとする層の所得や物価を考慮してもが購入できる価格に

なっているか

商品パッケージ
• 現地小売での販売を見据え、パッケージ・ラベルデザインが現地小売での販売に耐え得る

商品になっているか

賞味期限
• 船便での輸送、並びにコロナ禍における輸送日数の延長も加味し、常温かつ賞味期限

が1年程度持つ商品かどうか

供給量 • 小売での販売に耐えうるだけの生産量があるか

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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世界最大級の食品見本市であるAnugaのドリンクパビリオンに酒類を中
心として出展。一部飲料以外の商品も展示し、現地バイヤー等のニーズ・
評価を調査した。

Anuga開催概要

• 開催期間：10月9日～13日

• 開催地：ケルン（ドイツ）

• 出展社数：97カ国から4,600社以上の出展社が参加

➢ （参考）2019年開催の出展社数：約8,000社

• 参加バイヤー数：190ヵ国16万5千人

➢ （参考）2019年開催の来場者数：約17万人

• 展示商品：一般食品、原材料、デリカテッセン、健康食品、サプリメント、保存食品、調

味料、食肉、ソーセージ、獣肉、鶏肉、魚介類、冷凍食品、アイスクリーム、牛乳、乳製

品、パン、ビスケット、スプレッド、ホットドリンク、飲料、野菜、果物、等

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga・展示風景

会場内の様子会場内の様子

デジタルチケット
（アプリケーション上に

固有QRコードが表示される）

入場制限の案内会場の外の風景

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga・展示風景

ジャパンパビリオンの様子ドリンクパビリオンの風景

陳列風景ジャパンパビリオンの様子 陳列風景

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga・展示風景

陳列風景陳列風景 展示品の説明の様子

参加者との記念撮影 参加者との記念撮影

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga 出品商品の評価 (1/4)

商品評価

• これが本格泡盛なのですね！初めて味わいました。
• 余韻が長く、マッシュルーム様な香りを感じる
• 43度と思えない程、マイルドに感じる

• とても購入しやすい価格帯だ
• 泡盛ビギナーにとっては良い商品だと思う
• 守禮と比較するとアッサリとした感じだ

• 素晴らしい香りだ！パフュームのような香り。
• ライチやローズの香りを感じる焼酎だ。素晴らしい！
• これが芋焼酎なのか？どうやってこのような香りを醸すことが出来るのか
• ボトルデザインやラベルも欧州市場にマッチする

• 生姜の香りと苦みのバランスが素晴らしい。ストレートでもカクテルベースでもいける。
• ボトルデザインも綺麗で、欧州市場にも親和性があると思う
• 焼酎は馴染みが薄いが、これなら問題ない

• 確かに胡麻の香りをしっかりと感じることが出来る。
• 余韻を楽しむことが出来、珈琲のような香ばしさを感じることでき楽しい
• このボトルはバーや高級店にマッチするだろう

商品名

泡盛B

泡盛C

焼酎A

焼酎B

焼酎C

• 樽熟成なのでウィスキー愛飲家にとっても香りや甘さを楽しめる
• 食後酒としてドライフルーツやチョコレートとゆっくり嗜みたい
• ウィスキーとは少し異なるが、とても良い香りである

泡盛A

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga 出品商品の評価 (2/4)

商品名

日本酒B

日本酒F

日本酒D

日本酒C

日本酒G

商品評価

• 素晴らしい。ワイン愛飲家にとっても十分に楽しめる日本酒だ
• 低温コンテナで運ぶ必要があるので工夫が必要だが、是非とも扱ってみたい
• 次回日本に訪問する際には、この酒蔵に訪問してみたい

日本酒A

• 今まで飲んだ日本酒のなかでも一番といってよい
• 生酒の違いをハッキリと感じることが出来る風味だ
• 数量限定というコンセプトも高級市場には良いと思う

• 日本酒とブランデーの香りがこんなにマッチするとは思わなかった
• 前半は日本酒を後半はブランデーの余韻を楽しむことのできるお酒

• 今回試した熟成酒カテゴリーにおいて最もノーブルさを感じ取った
• ボトルデザインやラベルが欧州市場にマッチしそうだ
• 熟成酒というカテゴリーは欧州市場においてマッチすると思われる

• ジューシーさをしっかりと感じることができ、コスパの良い日本酒だ
• この純米吟醸は幅広い顧客を相手にすることが出来そうだ
• 香り、透明感、甘さのバランスが素晴らしい

• 菩提元ならではのユニークな香りを楽しめる
• 日本酒の原型といわれるこのお酒を飲めて光栄だ
• 手間暇を惜しまない酒造りを感じることが出来る

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga 出品商品の評価 (3/4)

商品名

日本酒H

日本酒J

日本酒I

商品評価

• 目をひくボトル・ネーミングが良い
• 熟成酒として、完成度が高い

焼酎D

• 手ごろな価格で導入しやすい。パッケージからも日本のイメージが伝わり、英語表記もあり、わかり
やすい。かつ、歴史・ストーリーを語れるラベルも評価が高い。

• アルコール度数が他の蒸留酒に比較して低く、飲みごたえが感じられないため、しっかりと違いを伝
える必要がある

• ストーリーや特徴に対して共感できる他にはない商品
• 黒酢のようなコクがある味のため、抵抗を感じる

• 日本酒とブランデーの香りがこんなにマッチするとは思わなかった。違和感もまったくない
• 前半は日本酒を後半はブランデーの余韻を楽しむことのできるお酒

• 目をひくパッケージが良い
• 現地でも既に認知度が高く、流通もし始めている
• 缶の内側のコーティング剤がEUで認めらていないため、今後フォローアップ必要

七味唐からし
（薬味）

京都のお野菜漬け
（漬物）

• 賞味期限が長く、常温で1年間持つことに加え、無添加のため、すぐにでも採用したい
• 漬物に関心を持つバイヤーを中心に普及が期待できる
• ポーランドでは、現地の安価なピクルスが普及しているため、差別化できないと導入は難しい

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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Anuga 出品商品の評価 (4/4)

商品名 商品評価

• グルテンフリーとヴィーガン認証を取得していることはポイントが高く、すぐにでもほしい
• パッケージが紙なのも良い
• ポーランドの現地価格にもマッチするため、乾麺だけを業務用としてほしい

グルテンフリー
インスタントラーメン
：味噌・醬油・豚骨

（麺）

• サンプル品を早速トライアル使用してみる（Izumi Sushi）
• 本格的な日本食を出す店での導入が期待できる
• 缶の内側のコーティング剤がEUで認めらていないため、今後フォローアップ必要

• 日本のメーカーでも似た商品を扱っているため、差別化が必要
• かんずりの理解が深まり、扱いが増えれば導入が期待できる

チリソース
（薬味）

かんずり
（薬味）

募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証
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バイヤー選定の上で、酒類(泡盛・焼酎・日本酒)、加工食品(醤油・ラー
メン・包装米飯)を中心に14種類のGFP産品のテスト実証が確定。

実証対象商品（最終版） 募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証

Category Product 生産者 Origin NET 仕入価格 Qty Number 仕入金額 消費税 消費税込金額

JPY per case of case JPY JPY JPY

泡盛 暖流3年古酒40度 神村酒造 沖縄 720ml 1,445 12 3 52,020 5,202 57,222

国内送料 1,500 1 3 4,500 450 4,950

泡盛 久米仙ブラック古酒35度 久米仙酒造 沖縄 720ml 867 6 15 78,030 7,803 85,833

国内送料 4,700 1 1 4,700 470 5,170

焼酎 神の河 薩摩酒造 鹿児島 720ml 620 6 30 111,600 11,160 122,760

焼酎 DAIYAME 40 濱田酒造 鹿児島 700ml 2,075 6 10 124,500 12,450 136,950

焼酎 ENVELHECIDA 25 田苑酒造 鹿児島 700ml 950 6 10 57,000 5,700 62,700

日本酒 肥前蔵心 純米吟醸 矢野酒造 佐賀 720ml 1,110 12 5 66,600 6,660 73,260

日本酒 FUKUGEN Junmai 福源酒造 長野 720ml 1,050 12 5 63,000 6,300 69,300

国内送料 6,325 1 1 6,325 633 6,958

醤油 自然一醤油 丸秀醤油 佐賀 18L 9,000 1 15 135,000 10,800 145,800

醤油 自然一醤油 丸秀醤油 佐賀 300ml 228 30 10 68,400 5,472 73,872

醤油 自然一醤油 丸秀醤油 佐賀 100ml 130 64 5 41,600 3,328 44,928

ラーメン グルテンフリーラーメン 業務用 小林生麺 岐阜 75g 120 75 5 45,000 3,600 48,600

ラーメン Snack Ramen Shoyu 小林生麺 岐阜 75g + 9g 170 64 5 54,400 4,352 58,752

ラーメン Snack Ramen Miso 小林生麺 岐阜 75g + 14g 170 64 5 54,400 4,352 58,752

包装米飯 包装米飯（魚沼産） ごはん 新潟 180g 122 80 5 48,800 3,904 52,704

1,015,875 1,108,511
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ポーランドに向けてはハンブルク港に到着後、陸送にてポーランドに向けて
輸送。情勢状況の影響もあり、船便で5か月の期間で到着。

実証結果（スケジュール） 募集・候補選定 現地需要確認 実証準備 本実証

• 2月25日 扇島地区の倉庫に各商品を搬入

• 3月1日 商品の検品作業、免税手続、輸出書類作成

• 3月8日 川崎税関支署東扇島出張所長による輸出許可

• 3月11日 事業に関わる全ての請求書を入手

• 3月15日 東京港出航

• 5月11日 ハンブルク港へ到着予定

• 8月1日 ポーランド・ポズナンの通関通過

• 8月8日 酒丸田に到着

• 8月下旬 現地提供開始

エクスポーター

• ポーランド国内の税制度改正や情勢悪化によって、通関作業の大幅な遅延や輸送費用（海上・航空
ともに）が高騰する等といった影響がみられた

• ハンブルグ港における度重なるストライキも懸念材料であった
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東扇島地区の倉庫にて、本実証の産品検品及び緩衝材等の梱包、パレ
タイズ、ケースマークの貼付等を実施。

実証結果 ①国内集荷・輸出手続前

東扇島地区倉庫での梱包・検品の様子（3/1）
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通関時には日EU・EPAの特恵関税を活用するため、以下の手続きが必要。

実証結果 ②通関（日EU・EPA 自己申告）

1. 輸出する産品の関税分類番号（HS コード）を特定する

➢ 輸出統計品目表（税関） http://www.customs.go.jp/yusyutu/
実行関税率表（税関） http://www.customs.go.jp/tariff/index.htm

2. 関税率を調べる

➢ TARICデータベース（欧州委員会）
http://ec.europa.eu/taxation_customs/dds2/taric/taric_consultation.jsp?Lang=en

3. 原産地規則を満たしているか確認する

➢ 原産品認定基準の確認：①完全生産品、②原産材料のみから生産される産品、③非原産材料を使用し
附属書の品目別原産地規則（PSR）

➢ ③の場合には、品目別原産地規則（PSR）の詳細を確認

4. 原産地の証明に必要な書類を準備する

➢ 日本が締結したEPAのほとんどは、日本商工会議所による原産地証明書の発給を行う「第三者証明制度」を
採用していますが、日EU・EPAでは第三者機関を経ずに輸出者が自ら原産地に関する申告文を作成する
「自己申告制度」が採用されている。

➢ 具体的にはコマーシャルインボイス上に次のような申告内容を記載する必要がある。
「The exporter of the products covered by this document (Exporter Reference No 
XXXXXXXXXX) declares that, except where otherwise clearly indicated, these products 
are of Japan preferential origin.
(Origin criteria used) A, B」
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輸出する酒類に関する日本国内の酒税免除を受けるために、次の何れか
の方法にて手続を行う必要がある。

実証結果 ②通関（酒類の免税手続）

• A. 「輸出申告書の付表」に必要項目を記載し、税関へ提出、税関審査印を取
得した後に酒蔵にて保存

• B. 輸出者が税関より受領した輸出許可証等に基づいて次の内容を帳簿に記
載・保存

① 当該酒類の税率の適用区分及び当該区分ごとの数量

② 輸出の年月日及び仕向地

③ 輸出港の所轄税関

④ 当該酒類の輸出をした者が当該酒類の酒類製造者以外の者であるときは、当該輸
出をした者の住所及び氏名又は名称

⑤ インボイス番号
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ハンブルグ港では関税及びVAT(付加価値税)の処理を行わず、保税状
態でトランジット輸送を行い、ポーランド税関にて関税及びVATの処理を
行う必要がある。

実証結果 ③EU内のT-1トランジット（1/2）

• T-1輸送について

➢ T-1輸送はEU域内で行われている保税トランジットの方法

➢ 特に酒類については、EU域内といえども酒税は販売国にて徴収することが基本となっているため、T-1 
輸送が行われる

➢ 今回は酒丸田がドイツVAT番号を持たないため、酒類だけではなく全てのアイテムに関してT-1 輸送
を行った

• 日程詳細

➢ 5月17日 ：ハンブルグ港にてコンテナを引取り、T1 documentにてポズナンへ保税トランジット

➢ 5月18日 ：ポーランド税関の検査場へ到着

ウクライナ情勢の影響などもありポーランド税関は混乱状況にあり、通関に2週間程度を要する見込

みに反して、約2カ月の時間を要した

➢ 7月9日 ：酒類の輸入通関許可

➢ 7月19日 ：食品アイテムの輸入通関許可
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ハンブルグ港に到着してから通関を経て販売可能となるまでのプロセスを
チャートに示した図である。

実証結果 ③EU内T-1トランジット（2/2）

• ポーランドおよび北欧エリアの立地は、日本からの海上輸送において非常に不利な位置にあることを改めて実感。

• 酒類に関しては、EU域内といえども酒税は販売国にて徴収することが基本となっているため、販売国で輸入通
関を行うことで税務を簡素化することができる。言い換えるならば、EU輸入通関後に国境を跨るディストリビュー
ションには複雑な税務を要する。

• これから東欧諸国に日本産酒類を展開していくためには戦略的なチャネル構築が必要となる。エクスポーター
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酒類の合法化シールがなければ、ポーランド市場で酒類を販売することは
違法になる。なお、EUではポーランドのみ、周辺国ではベラルーシやウクラ
イナに適応される。

実証結果 ④酒類合法化シール（1/2）

概要
• 合法化シールなしで販売した場合、罰金・懲役、酒類の販売譲歩を確実に失う刑事責任が問われる。そ

のようなアルコールは密輸として扱われる。合法化シールには固有のシリアル番号が記載され管理される

シール管理・

作成

• ポーランド国立造幣局によって合法化シールが印刷される

➢ 誰がどのシールを受け取るかはシリアル番号で登録され、ポーランドの税関の管理下にある

➢ シールを受領後、税関の印鑑で特別に登録され、封印された帳簿を維持する義務がある

➢ 酒類のボトルにシールを貼るとき、日付・アルコールの種類・製造元・シリアル番号を帳簿に記載しな
ければならない

必要な書類

• 合法化シールの入手申請するたびに、以下のような多くの書類を提出する必要がある

• 政府に対する未払いの所得税および VAT義務がないことを示す税務署からの書類

• 社会保障 ZUS からの文書で、あなたが彼らに対して未払いの義務を負っていないことを示す

• 特に脱税で刑事罰を受けていないことの裁判所からの証明書

• シール購入申請のすべての料金の支払いのコピー

• 保税倉庫を運営するライセンス

• 倉庫または物品税製品の登録受取人であることを示す特別な書類

• 最後に、個人 ID またはパスポートのコピーを提出
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前頁の続き。

実証結果 ④酒類合法化シール（2/2）

• 必要な書類を、ステッカーを取得するかどうかの決定を2週間待つ

• 1年に1回適用し、1年間使用できるように購入するため、売上を見積もる必要がある。問題は、
前払いする必要があり、コストがそれほど小さくないことである。使用しない場合は、未使用の
シールを税関に返却する

その他

留意点
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本事業にて輸出した産品については、現地販売・インポート企業から現地
小売・外食店28店舗程にサンプル提供・売り込みを実施。

実証結果 ⑤現地到着の様子

酒類のサンプル提供の様子
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本日のまとめ

•東欧の日本食市場は発展途上ではあるが、ポテンシャルは大き
い

•日本からの輸送方法には更なる工夫が必要である

•欧州市場における経済格差をよく理解し、中長期視点で粘り強
くビジネスを継続する必要がある

•東欧ならではの歴史や文化、社会的課題、ビジネスカルチャーを
正しく理解することも重要

•東欧のネクストジェネレーションに対して継続的に日本食の価値を
理解する機会を提供していくことも重要


